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鳥取県における古墳出土人骨	
 

高 田 健 一	
 

はじめに	
 

	
 古墳研究においては、埋葬施設や副葬品など古墳に関わる諸要素が、どのよう

な被葬者に伴うものかが重要な論点である。しかし、現実には被葬者そのものの

情報源としての人骨が遺存する例が少ないため、被葬者を年齢、性別、経歴不明

の人物とせざるを得ない場合が多い。それに、人骨がなければ、同じ棺に複数人

を埋葬する行為や、いったん骨化させてから埋葬する再葬のような行為も認識で

きない可能性があり、古墳に関する認識を著しく狭めてしまうであろう。	
 

	
 ところが、人骨の調査、鑑定には専門的な訓練が必要なため、多くの場合、人

類学や法医学などの専門家に取り扱いを依頼することになり、その結果がその他

の考古学的な調査成果と統合されない事例も散見される。本論は、これまでに鳥

取県において人骨が出土した古墳を集成するとともに、基礎的な情報整理を行な

い、今後の総合化に備えようとするものである。	
 

	
 なお、清家章（2010）にしたがって、古墳の埋葬施設を次のように呼称する。

すなわち、古墳築造の契機となったと考えられるものを「主要埋葬施設」と呼ぶ。

墳丘内に位置するが、主要埋葬施設よりも時間的に後、あるいは墳丘の中心から

外れた位置に設置されたり、小さく作られたものは「副次的埋葬施設」、周溝内や

墳丘外に位置するものは「周辺埋葬施設」と呼ぶ。	
 

１	
 各地域の概要	
 

	
 鳥取県内で人骨が出土した古墳（単独の埋葬施設を含む）は 169 基あり、少な

くとも 348 人分の出土が知られる。内訳は、東部の因幡地域 27 基、67 人、中部

の東伯耆地域 99 基、145 人、西部の西伯耆地域 43 基、136 人である。このような

地域差は、発掘調査の量や性格を反映している面があり、東伯耆地域では長瀬高

浜遺跡の事例が多く、西伯耆地域では横穴墓の事例が半数近くを占める。	
 

	
 これらのうち、年齢や性別のいずれかでも判明するものを抽出すると、128 基、

275 人分があり、因幡地域では 17 基、37 人（表１）、東伯耆地域では 75 基、114

人（表２−１〜３）、西伯耆地域では 36 基 124 人（表３−１〜３）である。これが

被葬者像を検討する基礎資料となる(1)。以下、地域別に概要を整理する。	
 

	
 因幡地域では、年齢別に見ると(2)、壮年、熟年の順に多く、青年がこれに次ぐ。

老年はないが、幼児、小児がごく少数ある。これらの子供は、成人と同一の棺に

葬られたものも存在するが、単独の棺に埋葬された例があって注意を引く。例え

ば、六部山 28 号墳は径 17ｍの円墳で、主要埋葬施設の木棺には人骨が遺存して

いなかったが、隣接する内法長 77cm の箱式石棺に２歳前後の幼児骨が集積された

状態で出土した。これは成人と同様の材質や構造をもつ棺に埋葬される最小年齢

を判断する基準になる。後述する東伯耆地域では、半裁した須恵器甕を利用した
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墓に生後６ヶ月未

満の乳児が葬られ

ており、乳児段階

は、成人と異なっ

て土器棺が用いら

れた可能性がある。	
 

	
 性別鑑定が行な

われた 37 人のう

ち、男性は 21 人に

対し、女性は 11

人、不明５人（う

ち子供が３人）で、

男女差が大きい。

古墳被葬者が男性

に偏っている可能

性も考えうるが、

男性が顕著に多い

のは熟年世代であ

り、それより若い

世代では男女差は

大きくないか、逆

に女性が多い（図

１−１）。この傾向

は伯耆地域でも認められ、男女差が生じるのは概ね高い年齢層においてである。

因幡地域では資料数が少ないために、このような不均等が生じた可能性がある。	
 

	
 次に、東伯耆地域では、乳児〜老年まですべての世代の埋葬が確認されている

他、事例数や埋葬施設の種類も多いため、資料的価値が高い。壮年、熟年の順に

多い点は因幡地域と同様であるが、若年がこれに次ぐ点が大きく異なる。	
 

	
 乳・幼児、小児合わせて子供が 10 人存在する。成人と同じ棺に葬られた者もい

るが、むしろ多数派は単独の棺に葬られており、周辺埋葬で子供の比率が高い。

東伯耆地域で特徴的なのはこの周辺埋葬の多さであるが、年齢や性別が判明する

周辺埋葬の 15 人のうち、子供は７人でおよそ半数を占めている。10 代の若年層

４人も含めると、かなり若い世代に偏っていると言えよう。これらの周辺埋葬の

人々は、主要埋葬施設被葬者の子弟と考えられているが（清家前掲）、副次的埋葬

施設に葬られる少数の子供が存在することを踏まえると、子弟のうちにも階層差

や系譜差など埋葬場所を区分する原理が存在した可能性を窺わせる。	
 

	
 性別鑑定が行なわれた 113 人のうち、男性は 47 人に対し、女性は 45 人、不明

は 21 人であった。21 人のうち、性別鑑定困難な子供が７人、性差が顕著に出な

い可能性のある 10 代の若年が７人で、性別不明の成人は７人に過ぎない。因幡地

域と異なって男女差はほとんどないが、むしろこれが西日本の標準と考えられる。	
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ただし、壮年以前のすべての世代で女性の方が多いのに対して、熟年、老年では

男性の方が多くなる傾向があり、男女比に差が生じる原因の一つに年齢があるこ
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とが窺われる（図１−２）。	
 

	
 最後に、西部の西伯耆地域では、36 基の古墳から 124 人あまりの人骨が見つか

っている。このうち、半数近くの 18 基、76 人分が横穴墓からの出土であり、竪

穴系の埋葬施設から出土した人骨資料とは異なる性格をもっている可能性がある。

とくに子どもの埋葬が 19 人と多いのは、複数世代にわたる追葬を前提とした横穴

墓の特質によると考えられる。年齢別にみると、壮年、熟年の順に多い点は因幡、

東伯耆地域と同様であるが、壮年の事例が突出して多く、青年以下の世代が少な

い点が地域的な特徴である。また、同一の箱式石棺に５人以上の多数が埋葬され

る事例が目立つことも特徴と言えよう。初葬者の遺体を棺の端に片付けながら追

葬を繰り返す点は横穴系の埋葬原理と同じであり、棺幅が広く設定されているこ

とも、本来多数埋葬（追葬）を想定したものと言えよう。径 10ｍほどの円墳が多

いため、横穴式石室導入墳との階層差を指摘できる。	
 

	
 性別鑑定が行なわれた 123 人のうち、男性は 42 人に対し、女性は 51 人、不明

は 30 人であった。30 人のうち、性別鑑定困難な子供が 19 人、10 代の若年が２人

で、性別不明の成人は９人である。他地域と異なって女性の方が多いが、やはり

熟年以降では男女比が逆転し、壮年世代で死亡する女性の事例は男性の 2.5 倍に

達している点が注目される（図１−３）。ただし、６世紀以降の事例が多いので、

４〜５世紀のより古い資料を中心とする因幡や東伯耆地域と異なった傾向をもつ

可能性も考えられ、これを単純に西伯耆地域の特性とみることはできない	
 

	
 いずれの地域でも、熟年以上の世代で男性が多くなる傾向をみた。これは、何

を意味するだろうか。結論を急ぐと、壮年女性が熟年世代まで生き伸びることが

難しい原因を考えるのが妥当であり、最大の要因として出産に伴う死亡が考えら

れよう。縄文時代の人骨から死亡年齢を推定した小林和正氏（1979）によると、

15 歳以上では、男性は 30〜34 歳にピークがあるのに対して、女性では 20〜24 歳

にピークがずれる。また、古代では、大宝２年御野国加毛郡半布里戸籍の分析に

よって、男性の出生時平均余命32.5歳に対して、女性のそれは28.75歳とされる。

一方、半布里戸籍からは、５歳以下の乳幼児死亡率が 50％を超えると考えられ、

この高い死亡率を超えて人口を維持するためには、かなりの頻度で出産を繰り返

さねばならず、20 代後半〜30 代前半の女性の出生率は高水準だったと試算されて

いる（今津 2005）。このことによって、壮年女性は同世代の男性よりも死亡率が

高かったと推測できよう。江戸時代では、結婚後 10 年以内の妻の死亡率が夫の３

倍にのぼるという値も参考になる（鬼頭 2000）。	
 

２	
 女性首長の問題	
 

	
 古墳時代の約 350 年間の過程を通じて、首長層では父系が重視されるようにな

り、前期（４世紀）には一定数の女性首長が存在しているが、中期〜後期（５〜

６）を経て男性首長への偏りが生じると考えられている（田中 1995、清家前掲）。

そこで、今回集成した人骨資料からこの問題について若干の検討を行なう。	
 

	
 まず、古墳築造の契機となる初葬者の性別が判明する資料は、全体でも 40 例に

満たないのであるが、大きな男女差はないことが判明する。因幡地域では、男性
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４例に対して、女性３例、男女どちらが初葬か不明なものが１例ある。前期後半

〜中期前半までの事例が多いが、後期や終末期の事例もある。とくに松原１号横

穴は７世紀後半まで下るが、女性が初葬の事例として注目される。	
 

	
 一方、東伯耆地域では、男性 17 例、女性 12 例であり、男女どちらが初葬か不

明なものが５例ある。時期が判明するものは前期後半〜中期後半の事例が多く、

後期以降に下るものは少ないと考えられる。全体では女性が約４割であるが、径

20ｍを超えるやや大きい円墳の被葬者に限定すると、女性は少なくとも５人数え

うるのに対し、男性は確実には１人であり、女性首長の方が存在感を示す。	
 

	
 西伯耆地域では初葬者の性別が判明する資料が少ないため、確実には男性２例、

女性１例を挙げうるのみである。後期〜終末期の事例が多いのであるが、初葬者

が男性に偏ると言える証拠はなく、むしろ女性の比率が高い埋葬施設の存在から

すると、女性首長がかなり存在したと考えられよう。	
 

	
 なお、前方後円墳の主要埋葬施設に葬られるような、地域を代表するレベルの

首長層については、直接の手がかりがないものの、副次的埋葬施設には男女ほぼ

同数存在することが判明する。これらの前方後円墳では、主要埋葬施設から男性

性を示唆する鉄鏃や甲冑などの副葬品が出土せず、むしろ武器の少なさから女性

的とも言える古墳が存在する。消極的な状況証拠ながら、前方後円墳の主要埋葬

施設に葬られる女性首長が珍しい存在ではないことを窺わせている。	
 

３	
 被葬者間の関係	
 

	
 同一棺や同一墳丘内に葬られた被葬者間の関係を知る上で注目されるのは、因

幡地域の面影山 33 号墳１号箱式石棺に葬られていた３名である。青年〜壮年の男

性２名、女性１名が葬られていたが、このうち男性（３号）と女性（２号）の頭

骨にインカ骨が見つかった。インカ骨は後頭骨に生じる縫合線の変異の一種で、

日本人にはきわめて珍しい変異であること、遺伝する形質であることが知られて

いる。２人のインカ骨は同一位置にほぼ同じ形のものであったことから、非常に

近い血縁関係にある者が合葬された事例で、夫婦ではないと考えられた。もう１

人の男性（１号）は、頭骨が破片化していたから、他の２人と血縁関係にあるか

どうかを確認できないものの、同棺葬の他例から推して、血縁関係にある可能性

は高いであろう。下顎骨が遺存しているので、今後歯冠計測値分析などによって

関係を追究する余地は残されている。	
 

	
 埋葬順は、骨の風化の程度と大腿骨の重なりによって、男性（３号）、女性（２

号）、男性（１号）の順と推測された。埋葬に要した年月が不明なため、３人が血

縁関係にあると言っても、親子であるか、キョウダイ（兄弟姉妹）であるかを明

らかにしがたい。副葬品や供献土器に明確な時期差があれば、埋葬に要した時間

が長期にわたることになり、親子と考える余地が出てくるが、残念ながら副葬品

など埋葬期間を検討する手がかりは不十分である。	
 

	
 ただし、年齢と埋葬順が判明する同棺複数埋葬や同一墳丘埋葬の例（表４）を

検討すると、一定の傾向があることに気づく。まず、壮年以上の人が初葬の場合、

２番目はやや若い世代が後続する場合が多いものの、全体として同世代と言える
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被葬者が多いということである。少数ながら子供や若年世代が２番目や３番目に

葬られる場合があって、これは親子の可能性を考えうるが、逆に多くは年齢の近

い血縁者であるキョウダイが葬られている可能性が高いと考えられよう。	
 

	
 また、これらの中には、子供や若年層が２番目や３番目に葬られることはあっ

ても、初葬になる例がないことに注意が必要である。実際には若年でも主要埋葬

施設に葬られる人物は存在するので、このことは若年層が初葬された後、さらに

近親者が追葬される事態が頻繁ではないということを意味していよう。年齢的に

子がない可能性も高く、最も自然死亡率が低い世代であるから、若年層が初葬の

場合に追葬者が少ないということは自然なことである。しかし、問題は、長生き

した子やキョウダイが壮年や熟年に達して追葬されたと考えられる事例もないこ

とである(3)。このことは、たとえ血縁関係があったとしても、一定の時間をおけ

ば、同一の棺や墳丘に埋葬されないことを意味している。	
 

	
 このように考えて良ければ、同棺埋葬や同一墳丘内埋葬で年齢差がある場合は、

親子とみることができるが、年齢差があまりない人々は、基本的に同世代に属す

るキョウダイとみることが自然であろう。	
 

	
 なお、このようなキョウダイ関係を中心とした埋葬原理は前期〜中期前半にみ

られ、中期後半以降は父子関係を強調した父系的な埋葬原理に変化すると考えら

れているが、ここで検討した資料では西伯耆地域の多数埋葬の箱式石棺や横穴墓

でその可能性を指摘しうる程度である。逆に、北谷ヒナ２号横穴墓のようにイン

カ骨をもつ同世代の男女が集中すること、内ノ倉山５号横穴墓のように姉妹と考

えうるほどよく類似した骨格の人々が同一墓に埋葬されていることからみると、

山陰地方では古い埋葬原理が新しい時期まで残存していた可能性を窺わせる。	
 

おわりに	
 

	
 集成資料をもとに地域の概要を整理してきた。当初予想した以上に資料数があ

り、半世紀以上にわたって鳥取大学医学部の専門家たちが蓄積してきた情報量の

多さに驚くが、これが豊かな古墳時代像や被葬者像の復元に結びついているか問
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われると、ずいぶん心許なく感じる。十分論じえなかった点は後日を期したい。	
 

	
 

	
 錦織先生とは、10 年間同じ職場で歴史環境分野の教育・研究をご一緒させて頂きました。

教育・研究の体制づくりから「歴史的環境」の理念に至るまで、たびたび厄介な相談をもちか

けましたが、いつも快く応じて頂いたことに深く感謝いたします。これからもどうかお元気で

お過ごしください。	
 

註	
 

(1)古い文献で情報の錯綜がみられ、事実を追究しきれなかったものがいくつかあり、推測を

記さざるを得なかった。後日補訂して責を果たしたい。	
 

(2)年齢区分は、鑑定者によって多様な表現がされているが、ここでは表現を統一するため、

１才未満を乳児、１〜５才を幼児、６才〜おおむね 10 才代初頭を小児、10 才代半ば〜19

才を若年、20 才台を青年、30 才台を壮年、40～50 才台を熟年、60 才以上を老年とする。	
 

	
 (3)高畦２号墳における初葬の青年女性（25 歳過ぎ）と後続する２人の熟年男性（40 歳過ぎ、

45 歳過ぎ）は、姉と長生きした弟たちと考えうるかもしれない。その場合、20 年に満たな

い 10 数年程度の間隔をおいた追葬はありうることになる。	
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